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2016年度　永年勤続表彰者紹介 T O P I C S
T O P I C S

成長し続ける会社に入社した私達
1991年入社

2016年度 永年勤続表彰者

昨年11月4日に表彰された109名の皆さんは1991年（平
成3年）4月に、総勢428名（生産部門が306名、業務部門が
122名）で入社されました。その年1月に勃発した湾岸戦争が
100日で終結し、12月にはソビエト連邦が崩壊するなか、国
内では東京都庁ビル竣工、SMAPがデビュー、大相撲では若
貴ブームの時代でした。
ハウス食品では当時社長の大塚さんが、3つのキーワー

ド、「HEAD WORK」「FOOT WORK」「MIND WORK」を発
表、量から質への転換が求められる時代になり、職場での
仕事への姿勢を問われました。また、前年から中期経営計画

「STEP80th計画」が討議され、この年の6月に計画発表会が
行われました。話題性のある新製品として100％えんどう豆
の味覚を生かした「ジャック」がヒット商品になり、日経優秀製
品サービス賞、優秀ヒット賞、食品産業功労賞の3賞を受賞。
ハウス食品のCMが注目され首都圏で好感度企業1位となり
ました。10月には千葉県四街道市でソマテックセンター（現・
千葉研究センター）の地鎮祭が行われ、1993年に竣工しまし
た。バブル後期の、大きく社会の価値観や消費行動が変化す
る90年代初めに入社され、永年勤続者表彰式に出席された
皆さんをご紹介します。

横山浩征 さん H品質保証部
塚田政枝 さん H関東工場
広瀬恵美子 さん H関東工場
小島里香 さん H関東工場
関口　薫 さん ハウスあいファクトリー
中内　恵 さん ハウスあいファクトリー
三好陽子 さん HSCＭ部
工東さんハウス食品代表取締役社長 
浦上さんハウス食品グループ本社代表取締役社長
岸上知美 さん H奈良工場
安都間智子 さん H奈良工場
岩上なさり さん H奈良工場
森岡敬子 さん ハウスビジネスパートナーズ
高林友絵 さん ハウスビジネスパートナーズ
藤田美香 さん G広告統括部
浜口由美 さん H奈良工場

清野　勉 さん H関東支店
吉冨之英 さん H奈良工場
阿部浩紀 さん H関東工場
小田浩志 さん H奈良工場
福永加奈子 さん H関東工場
福室さおり さん H東京支社
山田紀江 さん H静岡工場
慶野恵子 さん H関東工場
岡田美有紀 さん H関東工場
内田美砂子 さん H関東工場
小泉千都 さん H関東工場
大橋妙子 さん H札幌支店
佐藤美由紀 さん H関東工場
川島有美子 さん H関東工場
岩下佳代 さん H奈良工場
柴田砂織 さん H静岡工場
加藤江美 さん H静岡工場
平松瑞枝 さん H名古屋支店
橋本政明 さん G中央研究所
松本佳則 さん H静岡工場
馬庭克恵 さん H奈良工場

高橋庄三 さん H生産技術部
小島尚也 さん H関東工場
亀山泰則 さん H関東工場
若杉敏幸 さん H開発研究所
廣井俊治 さん Hフードソリューション本部
有本　真 さん Hお客様相談部
石田哲治 さん G資材部
宗内久和 さん ハウスウェルネスフーズ
内田雅之 さん ハウスフーズアメリカ社
西村正徳 さん H広域営業部
澤田真一 さん H福岡工場
脇田和夫 さん H奈良工場
早瀬恵則 さん H奈良工場
早川　貴 さん H奈良工場
佐藤厚典 さん H東京支社
松村將憲 さん H関東工場
根岸良典 さん H関東工場

服部純典 さん H関東工場
川井　正 さん H関東工場
丹渡英孝 さん H商品部
和田　亮 さん H開発研究所
山藤美広 さん H生産・SCM企画推進部
木村　力 さん H関東工場
慶野明秀 さん H関東工場
白田英史 さん H関東工場
上田哲之 さん H生産技術部
矢田堀康男 さん H関東工場
森田育良 さん H関東工場
森下　靖 さん H東北支店
栁原正登 さん H奈良工場
菊池秀二郎 さん H奈良工場
依里忠江 さん H福岡工場
米田裕行 さん H福岡工場

井漕　学 さん H生産・SCM企画推進部
高笠洋暢 さん H静岡工場
森　正樹 さん 上海ハウス食品社
今川正平 さん ハウスビジネスパートナーズ

村上綾一 さん デリカシェフ
井上真一 さん H静岡工場
和田伊勢郎 さん デリカシェフ
大久保幹夫 さん H福岡工場
中村正弘 さん H静岡工場
菅沼浩之 さん H静岡工場
田中好英 さん H生産技術部
杉本浩二 さん H生産技術部
栁　将揮 さん H福岡工場
藤本　剛 さん ハウスあいファクトリー
乾　宏行 さん H奈良工場

高窪信行 さん H奈良工場
平木　錠 さん H奈良工場
谷元　守 さん H福岡工場
福田　誠 さん H奈良工場
中嶋　茂 さん H奈良工場
永野裕史 さん H品質保証部
山根正登志 さん H静岡工場
寺田貴昭 さん H静岡工場
鈴木和孝 さん H静岡工場
金原健次 さん H生産技術部
山下耕司 さん H生産技術部
中岡邦明 さん H奈良工場
服部和宏 さん ハウスウェルネスフーズ
倉持伸宏 さん H生産技術部
蜂巣直弘 さん G中央研究所

本多正司 さん デリカシェフ
出口昌義 さん H奈良工場
中川重則 さん ハウスビジネスパートナーズ
柴田　亮 さん G広報・IR部
中谷清喜 さん G国際事業本部
山崎雅弘 さん H生産技術部
源内伸弘 さん H奈良工場
岡田貴之 さん H関東工場
小堺貴之 さん H関東工場
松井　淳 さん H静岡工場
村瀬慎哉 さん H静岡工場

（所属・役職は2016年11月時のものです）

一列目（左から） 三列目（左から）

六列目（左から）

七列目（左から）

四列目（左から）

五列目（左から）

二列目（左から）

G：ハウス食品グループ本社　　H：ハウス食品

ソマテックセンター（現・千葉研究セン
ター）の地鎮祭で鍬入れをされる当時社
長の大塚さん 中期経営計画「STEP80th計画」のロゴ

1991
年表

（青文字以外は社外の主な出来事）

3
月

「
咖
喱
工
房
」新
発
売

4
月

「
ジ
ャ
ッ
ク
」開
発
チ
ー
ム

に
会
社
よ
り
プ
ロ
ダ
ク

ト
ヒ
ッ
ト
賞
授
与

東
京
都
庁
竣
工

5
月

大
相
撲
で
若
貴
ブ
ー
ム
、

千
代
の
富
士
引
退
、
雲

仙
普
賢
岳
火
砕
流

6
月

中
期
経
営
計
画

「
S
T
E
P
8
0
t
h

計
画
」の
発
表
会
開
催

7
月

奈
良
物
流
セ
ン
タ
ー
完
成

（
奈
良
工
場
）

10
月

ソ
マ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
現
・
千
葉
研
究
セ
ン

タ
ー
）地
鎮
祭

12
月

ソ
ビ
エ
ト
連
邦
崩
壊

ハウス食品代表取締役社長の工東さんから
表彰状を受け取る開発研究所の和田さん

懇親会場で集合写真

豆スナック「ジャック」開発
チーム表彰。
製品開発に携わり表彰され
た社員と製品画像

社員を代表して謝辞を述べる
開発研究所の和田さん

中期経営計画（第46─48期）
社会に役立つ、質の高い、いい企業を目指して。
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ハウスの動き

ハウスの動き
ハウスの動き

食品グループ

ハウスの動き

ハ
ウ
ス
の
動
き

容
器
包
装
開
発
部
、
国
内
外
の
3
つ
の
賞
受
賞

シ
チ
ュ
ー
発
売
50
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

1
3,
0
0
0
人
の
声
を
分
析
し
実
施

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィへ
の
取
り
組
み
、
ス
タ
ー
ト

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
中
央

研
究
所
の
容
器
包
装
開
発
部
は
、
同

部
が
手
掛
け
て
き
た
チ
ュ
ー
ブ
入
り

ね
り
ス
パ
イ
ス「
特
選
本
香
り
シ
リ
ー

ズ
」の
容
器
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
改
良
が
、

国
内
外
で
相
次
い
で
高
く
評
価
さ
れ
、

2
0
1
6
年
6
月
、
日
本
包
装
技
術
協

会
よ
り
栄
え
あ
る「
木
下
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
月
、
米
国
デ
ュ

ポ
ン
社
が
主
催
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野

日
本
の
食
卓
に
シ
チ
ュ
ー
を
普
及
さ

せ
た
ハ
ウ
ス
食
品
は
、
発
売
₅0
周
年

を
前
に
家
庭
内
で
の
シ
チ
ュ
ー
の
食
卓

の
実
態
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
ふ
ま
え
、
2
0
1
6
年
10
月
よ

り
、
ハ
ウ
ス
食
品
は
従
来
の
販
促
活

動
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
。
主
婦
層
の
悩
み
を

解
決
す
る「
一
皿
で
家
族
み
ん
な
が
喜

ぶ
シ
チ
ュ
ー
」を
テ
ー
マ
に
な
じ
み
の

あ
る
具
材
を
使
っ
て
手
軽
に
で
き
る
レ

シ
ピ
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
感
の
あ
る
一
皿
シ

チ
ュ
ー
レ
シ
ピ
を
提
案
し
ま
し
た
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
だ
け
で
な
く
、

Y
o
u
T
u
b
e
、C
o
o
k
p
a
d
、

T
w
i
t
t
e
r
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ

2
0
1
6
年
4
月
よ
り
女
性
活
躍

推
進
法
が
施
行
さ
れ
、
ハ
ウ
ス
食
品
グ

ル
ー
プ
で
は
、
2
0
1
6
年
度
の
ト
ッ

プ
方
針
の
一
つ
と
し
て「
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
」、
中
で
も
優
先
課

題
と
し
て
女
性
活
躍
推
進
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
を

可
能
と
す
る「
人
事
制
度
」や
仕
組
み
の

導
入
と
と
も
に
、
女
性
は
も
ち
ろ
ん
職

場
の
仲
間
や
上
司
の
理
解
促
進
・
意
識

の
包
装
品
を
対
象
に
革
新
的
な
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
世
界

的
権
威
の
あ
る「
デ
ュ
ポ
ン
賞
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
8
月
レ
ン
ゴ
ー（
株
）

様
と
共
同
開
発
し
た「
吸
湿
し
て
も

変
形
し
に
く
い
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
段

ボ
ー
ル
箱
」が
日
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
で「
適
正
包
装
賞
」を
受
賞
。

ス
パ
イ
ス
と
レ
ト
ル
ト
製
品
に
お
い
て

計
3
つ
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
内
外
に
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ

の
技
術
力
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

改
革
を
行
い
、
制
約
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
い
き
い
き
と
働
い
て
い
け
る「
企

業
風
土
の
醸
成
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

初
年
度
は
、
在
宅
勤
務
制
度
導
入

や
、
女
性
部
下
と
上
司
が
と
も
に
受
講

す
る
学
習
会
の
新
設
、
ま
た
、
昨
年
11

月
に
は
都
内
ホ
テ
ル
で
ト
ッ
プ
ス
・
部

次
長
・
女
性
社
員
総
勢
1
4
1
名
が
会

し「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開

催
。
社
員
の
皆
様
に
ま
ず
は
取
り
組
み

ル
型
媒
体
を
駆
使
し「
わ
け
・
か
け
シ

チ
ュ
ー
対
決
」を
テ
ー
マ
に
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
。
食
べ
方
が
ど
ち
ら
が
優

勢
か
投
票
に
よ
っ
て
全
国
各
地
の
食
べ

方
を
明
ら
か
に
す
る
内
容
で
話
題
性

を
高
め
ま
し
た
。
西
日
本
と
東
日
本

で
食
べ
方
の
違
い
が
顕
著
な
エ
リ
ア
や

拮
抗
し
て
い
る
エ
リ
ア
な
ど
興
味
深
い

実
態
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
11

月
、
第
46
回
食
品
産
業
技
術
功
労
賞
で

特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
よ
り「
G
A
B
A
N
」

ブ
ラ
ン
ド
で
家
庭
用
の
ス
パ
イ
ス
を

製
造
・
販
売
し
て
き
た
ハ
ウ
ス
食
品

グ
ル
ー
プ
は
、
2
0
1
6
年
5
月
12

日
か
ら
6
月
23
日
ま
で
株
式
の
公
開

買
い
付
け
を
行
い
、（
株
）ギ
ャ
バ
ン
を

約
66
億
円
で
完
全
子
会
社
化
し
ま
し

た
。
業
務
用
香
辛
料
に
強
い（
株
）ギ
ャ

バ
ン
を
グ
ル
ー
プ
会
社
と
す
る
こ
と

で
、
香
辛
料
の
原
料
調
達
、
販
路
の
統

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
で
は
、
国

内
で
の
品
質
保
証
の
証
明
力
の
強
化

と
、
海
外
に
お
け
る
食
品
安
全
に
対

す
る
要
求
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
国
際
的
な
食
品
安
全
規
格
で
あ
る

「
F
S
S
C 

2
2
0
0
0
＊
」の
認
証

取
得
を
進
め
て
い
ま
す
。2
0
1
3
年
、

奈
良
工
場
の
業
務
用
ル
ウ
ラ
イ
ン
を
皮

切
り
に
、
2
0
1
6
年
に
は
サ
ン
ハ
ウ

ス
食
品
の
全
ラ
イ
ン
や
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル

ネ
ス
フ
ー
ズ
の
2
ラ
イ
ン
、
ハ
ウ
ス
食

品
の
国
内
4
工
場
全
ラ
イ
ン
で
の
認
証

取
得
が
完
了
し
ま
し
た
。

合
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
の
香
辛
料
事
業
に

お
け
る
相
乗
効
果
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
香
辛
料
の
産
地
で
あ
る
マ

レ
ー
シ
ア
の
ペ
ナ
ン
に
加
工
工
場
を
持

つ（
株
）ギ
ャ
バ
ン
と
は
今
後
、
家
庭
用

だ
け
で
な
く
業
務
用
事
業
の
取
り
組

み
強
化
な
ど
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
軸

に
お
け
る
ス
パ
イ
ス
調
達
力
の
強
化

な
ど
も
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
F
S
S
C 

2
2
0
0
0
は
、

H
A
C
C
P
と
い
う
国
際
的
に
認
め

ら
れ
た
科
学
的
な
食
品
安
全
の
手
法
が

ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
内

で
も
H
A
C
C
P
の
義
務
化
が
検
討
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取

引
に
も
通
用
す
る
こ
と
か
ら
、
製
品
を

海
外
輸
出
す
る
際
、
こ
の
認
証
は
有
力

な
パ
ス
ポ
ー
ト（
切
り
札
）に
な
り
ま
す
。

＊
F
S
S
C 

2
2
0
0
0
：
オ
ラ
ン
ダ
の
F
S
S
C

（
T
h
e 

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n 

o
f 

F
o
o
d 

S
a
f
e
t
y   

C
e
r
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
：

食
品
安
全
認
証
団
体
）が
、
I
S
O 

2
2
0
0
0
と

P
A
S 

2
2
0
シ
リ
ー
ズ
を
組
み
合
わ
せ
て
開
発
し

た
規
格
で
す
。
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

一
つ
で
す
。

︵
株
︶ギ
ャ
バ
ン
を

完
全
子
会
社
化

全
工
場
で

F
S
S
C 

2
2
0
0
0
認
証
進
む

（株）ギャバンの栃木工場の外観

地域のイベントに参加した
スパイス関連の展示物 工場内に陳列されている製品群

名古屋で行われたデュポン賞の表彰式後の記念撮影

活発な意見交換が行われた
フォーラム会場

ハウス食品のホームページで行われたキャンペーン

表彰式壇上で楯を受け取る
食品事業二部長の宮戸さん

エリアによって「わけ」「かけ」の違いが
明らかになりました
赤いエリアが、ご飯とわけて食べる
方が多いことがわかりました

関東工場で行われた審査の様子

木下賞の表彰式で 楯や賞状（左から適正包装賞、デュポン賞、木下賞）

に
対
し
て「
認
知
と
共
感
」を
い
た
だ
け

る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。
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ハ
ウ
ス
フ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
社
、

1
0
0
ミ
リ
オ
ン
ド
ル
の
目
標
達
成

1
9
8
3
年
に
ハ
ウ
ス
フ
ー
ズ
＆
ヤ

マ
ウ
チ
を
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
設
立
以

来
、
米
国
全
土
で
の
T
O
F
U
の
販

売
、
販
路
拡
大
に
注
力
し
て
き
ま
し

た
。
1
9
9
3
年
1
0
0
％
ハ
ウ
ス
食

品
資
本
の
ハ
ウ
ス
フ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
社

と
な
り
、
1
9
9
7
年
に
ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
郊
外
の
ガ
ー
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
工

場
が
稼
働
。
さ
ら
に
東
海
岸
へ
の
販
売

拡
大
の
た
め
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
工
場

を
2
0
0
6
年
に
竣
工
、
昨
年
秋
に

操
業
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
米
国

系
・
ア
ジ
ア
系
・
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
と

幅
広
い
民
族
の
お
客
様
に
お
買
い
上

げ
い
た
だ
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

T
O
F
U
製
品
を
開
発
し
供
給
し
て

い
ま
す
。

欧
州
へ
の
輸
出
や
専
用
製
品
の
開

発
に
よ
り
、
業
務
用
へ
の
販
路
拡
大
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
5

年
に
同
社
で
働
く
皆
さ
ん
が
長
年
目

標
と
し
て
き
た
1
0
0
ミ
リ
オ
ン
ド
ル

（
当
時
の
為
替
で
約
1
0
0
億
円
）の

売
上
げ
を
達
成
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス

フ
ー
ズ
ア
メ
リ
カ
社
は
、
今
後
も
技
術

力
・
品
質
管
理
力
を
磨
き
な
が
ら
、
国

内
外
の
社
員
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

一
層
の
事
業
拡
大
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

台
湾
で
バ
ー
モ
ン
ト
カ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
実
施

熊
本
地
震
支
援
、
農
林
水
産
省
よ
り
感
謝
状

台
湾
で
日
本
式
カ
レ
ー
の
市
場
拡

大
に
取
り
組
む
台
湾
ハ
ウ
ス
食
品
社

は
、
2
0
1
6
年
10
月
16
日
、
台
北

郊
外
の
農
村
で「
バ
ー
モ
ン
ト
カ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
」を
初
め
て
開
催
し
、
12
倍

近
い
応
募
者
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た

1
0
0
組（
4
人
1
組
）が
出
場
し
ま

し
た
。

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
の
具
材
を
集
め
な
が
ら
走
り
ゴ
ー

ル
後
に
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作
る
と

い
う
、
ハ
ウ
ス
食
品
札
幌
支
店
が
協
賛

し
34
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
北
海

昨
年
4
月
11
日
、
熊
本
県
内
に
大
き

な
爪
痕
を
残
し
た
熊
本
地
震
の
被
災

地
に
対
し
、
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
は

行
政
を
通
じ
て
製
品
提
供
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
火
の
使
え
な
い
避
難
所
で
の
食

生
活
に
お
役
に
立
て
る
商
品
と
し
て
、

温
め
ず
に
食
べ
ら
れ
る「
L
L
ヒ
ー
ト

レ
ス
カ
レ
ー
」を
中
心
と
し
た
レ
ト
ル

ト
カ
レ
ー
、「
や
さ
し
く
ラ
ク
ケ
ア
シ

リ
ー
ズ
」（
6
種
類
）合
計
4
6,
0
0
0

食
、「
栄
養
強
化
米　
新
玄
」1
6
0
㎏

を
熊
本
県
な
ど
が
指
定
す
る
納
品
先

に
お
届
け
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
義
援

金
と
し
て
グ
ル
ー
プ
本
社
か
ら
県
庁
へ

道
北
見
市
端
野
町
の
人
気
行
事「
た
ん

の
カ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」の
ス
タ
イ
ル
を

参
考
に
し
た
も
の
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
が

盛
ん
な
台
湾
で
は
、
通
常
の
大
会
と
は

違
う
企
画
内
容
に
地
元
知
事
な
ど
の

見
学
や
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が

あ
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
に
は
野
菜

や
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
仮
装
し
た

若
者
達
が
楽
し
そ
う
に
走
る
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
同
社
で
は
子
供
を

対
象
に
以
前
よ
り
実
施
し
て
い
る「
カ

レ
ー
博
覧
会
」と
並
ぶ
販
促
活
動
の
柱

と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

2,
0
0
0
万
円
を
、
地
元
の
福
岡
工

場
で
は
社
員
か
ら
の
募
金
を
日
本
赤

十
字
社
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
会
社
の
壱
番
屋
が
被
災
地

に
移
動
販
売
車
を
投
入
し
、
4
月
26
日

ま
で
カ
レ
ー

の
炊
き
出
し

を
行
っ
た
他
、

福
岡
支
店
・

グ
ル
ー
プ
本

社
の
社
員
が

7
月
、
8
月

の
猛
暑
の
中
、

人
手
が
な
く

雑
草
に
覆
わ

れ
た
畑
に
出
向
き
草
取
り
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、
昨
年
9
月

に
は
、
農
林
水
産
省
よ
り
感
謝
状
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
12
月
4
日
、
東
京
本

社
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
完
了
を
機

に
、「
東
京
本
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー
」を

実
施
、
応
募
さ
れ
た
社
員
及
び
ご
家
族

（
47
家
族
1
4
9
名
）が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
各
フ
ロ
ア
を
ま
わ
り
な
が
ら
、

国
内
外
の
事
業
紹
介（
展
示
や
C
M
放

映
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
）の
見
学
や
、

試
食
や
試
飲
並
び
に
5
つ
の
ス
パ
イ
ス

を
集
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の

企
画
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
G
本
社
社
長
の
浦
上
さ
ん
か
ら

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
は
2
0
1
6

年
7
月
よ
り「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」の
一
つ

で
あ
る
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
・
ジ
ャ

パ
ン（
以
下
、
2
H
J
）に
製
品
の
寄
贈

を
開
始
し
ま
し
た
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と

は
賞
味
期
限
内
に
も
か
か
わ
ら
ず
市

場
に
流
通
で
き
な
い
食
糧
な
ど
を
生

活
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
達
へ
配
布
を

行
う
社
会
貢
献
活
動
で
す
。

最
初
に
お
渡
し
し
た
製
品
は
、
ハ
ウ

ス
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ

当
日
限
定
の
社
長
の
名
刺
を
い
た
だ

い
た
り
、
リ
ン
ゴ
キ
ッ
ド
と
一
緒
に
撮

影
し
た
り
と
て
も
楽
し
そ
う
な
様
子

で
し
た
。
浦
上
さ
ん
と
社
員
、
ま
た

社
員
家
族
同
士
の
交
流
も
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

て
い
た
レ
ト
ル
ト
製
品
や
ス
ナ
ッ
ク
製

品
で
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
ま
れ
た

製
品
は
、
都
内
の
2
H
J
事
務
所
に
到

着
後
、
段
ボ
ー
ル
箱
に
米
や
缶
詰
な

ど
と
一
緒
に
詰
め
ら
れ
て
母
子
支
援

施
設
や
児
童
福
祉
施
設
等
に
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本

社
C
S
R
部
を
窓
口
と
し
て
、
社
内

関
係
部
署
・
グ
ル
ー
プ
会
社
の
協
力
や

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
月
に
1

回
の
頻
度
で
製
品
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
こ
の
活
動
に
は
味
の
素
・
キ

ユ
ー
ピ
ー
・

キ
ッ
コ
ー
マ

ン
な
ど
食
品

企
業
を
含
め
、

約
9
5
0
団

体
が
参
画
し

て
い
ま
す
。

東
京
本
社
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

開
催

フ
ー
ド
バ
ン
クへの
取
り
組
み
開
始 アメリカ ニュージャージー州にある工場

『まいはうす』の取材での記念撮影
炎天下の暑さの下、畑の草取りをする社員
の皆さん

オリエンテーション後、社長とリンゴキッドと一緒に社員家族の記念撮影

海外製品を試食する子供達 社長の名刺をいただく様子

農林水産省よりいただいた感謝状を
手にする社長の浦上さん（左）

2HJの事務所でハウス製品を箱に詰めている様子

さあ、スタート！大勢の方が参加しました

若いグループの皆さん、楽しく集めてきた材料でカレーを作っています

TOFUラインの様子 広いアメリカでTOFUを配送するトレーラー

ロスアンゼルス市内ミツワのTOFU売場
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今
年
度
よ
り
研
究
所
千
葉「
一
樹
の
会
」が
設
立

さ
れ
、
全
国
10
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
、
研
究
所（
旧
ソ
マ
テ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）ご
出

身
の
方
に
は
、
関
東「
一
樹
の
会
」に
所
属
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、「
ぜ
ひ
、
研
究
所
出
身
者
だ
け
で
」

と
の
熱
い
ご
要
望
か
ら
、
今
年
度
よ
り
独
立
、
設

立
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
9
月
3
日
の
設
立
総
会
に
は
、
全
国
か
ら

54
名
の
O
B
・
O
G
の
皆
様
が
参
加
。
ハ
ウ
ス
食
品

グ
ル
ー
プ
か
ら
も
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
取

締
役
中
央
研
究
所
長
の
田
口
さ
ん
、
ハ
ウ
ス
食
品
取

締
役
開
発
研
究
所
長
の
小
野
さ
ん
、
デ
リ
カ
シ
ェ
フ

代
表
取
締
役
社
長
の
上
田
さ
ん
、
そ
の
他
多
く
の

現
役
メ
ン
バ
ー
の
方
々
も
出
席
さ
れ
、
ご
協
力
い
た

だ
く
と
と
も
に
研
究
・
開
発
に
勤
し
ん
で
い
た
頃

を
懐
か
し
む
よ
う
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
4
月
の
熊
本
地
震
発
生
後
、
開
催
自

体
も
危
ぶ
ま
れ
た
九
州「
一
樹
の
会
」も
会
員
の
皆
様

の
熱
い
想
い
か
ら
、
予
定
通
り
5
月
７
日
無
事
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
九
州
の
皆
さ
ん
に
直
接
お
会
い
し

て
元
気
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い
か
ら
、

急
遽
ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
本
社
代
表
取
締
役
社
長

の
浦
上
さ
ん
に
も
出
席
い
た
だ
き
、「
一
樹
の
会
」か

ら
み
ん
な
で
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
と
団
結
し
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
涙
の
で
な
い
た
ま
ね
ぎ「
ス
マ
イ
ル
ボ
ー

ル
」の
試
食
を
関
東「
一
樹
の
会
」を
は
じ
め
そ
の
他

エ
リ
ア
で
も
実
施
、
O
B
・
O
G
の
皆
様
に
マ
ス
コ

ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
商
品
を
認
知
し
て
い
た
だ

く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

研
究
所
千
葉「
一
樹
の
会
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た

北海道「一樹の会」
（2016年10月16日　
ホテルガーデンパレス札幌）
私達、第1回からの「皆勤賞」
です

静岡工場「一樹の会」
（2016年11月19日　掛川グランドホテル）
米寿の鶴橋さんを囲んで。寮時代お世話に
なりました

関西「一樹の会」
(2016年10月1日　太閤園)
原田さんを囲んで。大阪支店時代お世話になり
ました

関東工場「一樹の会」
（2016年6月4日　赤見温泉）
今年は、野外で「魚釣り」と「バーベキュー」
を楽しみました

九州「一樹の会」
（2016年5月7日　ANAクラウンプラザホテル福岡）
新人の時にお世話になりました

中四国「一樹の会」
（2016年10月22日　
ピュアリティまきび岡山）
リンゴキッドと一緒に。
中は誰が…？

東北「一樹の会」
（2016年10月1日　ホテルメトロポリタン仙台）
若林紀生さんと当時の女性メンバーが久しぶり
の再会です

名古屋「一樹の会」
(2016年10月15日　
Cafe Concent名古屋店)
大阪からも参加しましたよ

関東「一樹の会」
（2016年10月8日　東京ドームホテル）
小瀬さんと喜寿を迎えた山下さん（後列
左から3人目）を囲んで東京支店のOB・
OGの皆さん

研究所千葉「一樹の会」
（2016年9月3日　三井ガーデンホテル千葉）
当時の担当グループで集合です

静岡工場「一樹の会」

（2016年9月3日　三井ガーデンホテル千葉）（2016年9月3日　三井ガーデンホテル千葉）

今年は、野外で「魚釣り」と「バーベキュー」
中四国「一樹の会」
（2016年10月22日　
ピュアリティまきび岡山）
リンゴキッドと一緒に。
中は誰が…？

サンプリング企画のご案内

エリア「一樹の会」へのご参加をお待ちしています

全国連絡会でエリア
「一樹の会」をサポート

「一樹の会」会員の皆様に、ハウス製品のサンプリングにご協力いただくことにより地域社会におけるハウス製品の認知拡大につな
げるとともに、「一樹の会」会員の皆様とハウス食品とのつながりを強化していくことを目的に「サンプリング企画」を実施しています。
●企画対象：自身が所属している自治会、子供会、PTA会などが主催するイベントやボランティア活動の際の実施
※営利目的（バザー、商品即売会）の活動への提供は不可
●対象製品：ハウス食品の春と秋に新発売される製品の中から指定されたアイテム（数量限定）
●募集方法：春（5月頃）・秋（11月頃）の年2回のタイミングに「一樹の会」ホームページにてご案内をさせていただきます。
※詳細につきましては、「一樹の会」ホームページをご覧ください。ホームページをご覧いただけない方は、事務局までお問い合わせください。

2016年度の「全国連絡会」が昨年2月に東京本社で開催されました。
ハウス食品グループ本社代表取締役社長の浦上さんから会社の状況について
お話をいただき、また各エリアの会長からはそれぞれのエリアの活動状況等に
ついてご報告をいただくなど、情報交換の場として相互の連携・情報共有をさ
せていただきました。
この全国連絡会は今後も継続的に開催をし、全国のエリアの活動をサポートさ
せていただきます。

全国連絡会

●構成
会長　菊池敏朗さん
副会長　 森岡重昭さん(関東会長)、

武本正文さん(関西会長)
●メンバー
その他7エリア会長　※2016年2月現在
西谷内明芳さん、阿部恵里子さん、渋谷
陽一さん、杉本文一さん、白井淳さん、
西尾彰さん、森川裕史さん
●内容
①各エリアの活動内容報告等情報交換

②ハウス食品への提案・要望
③ハウス食品からの情報提供

全国10エリアで開催をしています「一樹の会」へぜひご参加ください。
まだ「一樹の会」へ登録されていない方、また登録されているエリア以外にも、参加ご希望のエリアがございましたら、同封のハガキ、
または「一樹の会」ホームページのお問い合わせよりEメールでご連絡ください。
ご希望のエリアのご案内を「一樹の会」事務局より順次発送させていただきます。
※2017年度の開催日程は「一樹の会」ホームページでも随時ご案内します。

名称 北海道
「一樹の会」

東北
「一樹の会」

関東工場
「一樹の会」

研究所千葉
「一樹の会」

関東
「一樹の会」

静岡工場
「一樹の会」

名古屋
「一樹の会」

関西
「一樹の会」

中四国
「一樹の会」

九州
「一樹の会」

事務局 札幌支店 東北支店 関東工場 開発研究所 東京支社
東京本社 静岡工場 名古屋支店

大阪支店
奈良工場
大阪本社

中四国支店 福岡支店
福岡工場

会員数
(2016年11月
現在)

136名 131名 289名 205名 698名 164名 185名 943名 178名 ２51名

会長 西谷内 明芳 阿部 恵里子 渋谷 陽一 岡本 英文 森岡 重昭 杉本 文一 白井 淳 武本 正文 西尾 彰 森川 裕史

2017年度
開催予定日
（開催地）

10月1日
（札幌）

10月7日
（仙台）

6月17日
（佐野）

9月30日
（千葉）

10月21日
（東京）

11月18日
（掛川）

10月14日
（名古屋）

10月7日
（大阪）

10月22日
（高松）

5月14日
（福岡）

（敬称略）

エリア「一樹の会」からのお知らせ

一樹の会

ハウスの動き
ハウスの動き
ハウスの動き

ハウスの動き

ハ
ウ
ス
の
動
き

食品グループの
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全国連絡会 (2016年2月15日　東京本社にて)

① 新規会員登録を希望される場合（勤続年
数にかかわらず登録いただけます）。

② 登録エリア以外への参加を希望される場
合。ご案内状の発送確認・未着などにつ
いて。

③住所変更のご連絡。
　※ エリア「一樹の会」資料と「きずな」の送
付に必要となります。

④「一樹の会」ホームページの閲覧をご希望
の場合。

⑤ なお、退会を希望される場合も、ご一報
をお願いいたします。
　 その他、お気づきの点、ご意見などござ
いましたら、ご遠慮なくお申し付けくだ
さい。

エリア「一樹の会」に関する
お問い合わせ

電話番号　06-6788-9201
（担当：人事総務部　渡邉）



きずな
お便り
BOX

札……札幌支店
仙……仙台支店
関支…関東支店
東支…東京支店
名……名古屋支店
大支…大阪支店
高……高松支店

広……広島支店
中四…中四国支店
福支…福岡支店
研……研究所
イ……イデアックセンター
関工…関東工場
静……静岡工場

奈……奈良工場
東工…東大阪工場
福工…福岡工場
東本…東京本社
大本…大阪本社
組……労働組合
デ……（株）デリカシェフ

サ……サンハウス食品（株）
物サ…ハウス物流サービス（株）
分テ…（株）ハウス食品分析テクノサービス
あい…ハウスあいファクトリー（株）
ビジ…ハウスビジネスパートナーズ（株）
カレ…（株）ハウスカレリーナ
H A …ハウスフーズアメリカ社

私達福岡工場1977年期生（女子）は、2015年11月28日・29日、佐賀県の
嬉野温泉にて同期会を開催いたしました。
今回初めて一泊での同期会となり、温泉とお酒とおしゃべりでゆっくりと
楽しい時間を過ごすことができました。
11名の参加となりちょっぴりおしゃべりがパワー不足となりましたが、皆
さん、仕事に孫の世話に親の介護にと忙しく元気に過ごしていることを
出欠の返信用のハガキに書いてくださっていました。次回の還暦での同
期会での再会を楽しみにしています。

私達は1976年（昭和51年）に奈良工場に配属され、このたび来年の還暦
を前に38年ぶりに昨年4月10日に再会しました。
この「きずな」お便りBOXに掲載していただこうとお送りします。
奈良県天理市の西村邸におじゃまし、昔話に花が咲きました。西大寺の寮
（今は無くなりました）・近鉄の平端の駅前（ロータリー？）・奈良工場の保
安前（建物が増えている？）などを見学しました。あっぁ、なつかしーい!!

【事業所の最終所属先の表示略称】 （　）内は旧姓・［　］内は入社年度（西暦）・〔　〕内は最終所属先。

初めての一泊同期会

奈良で38年ぶりに再会しました

佐久本（奥田）美之さん［77］〔福工〕福岡県北九州市

桑原敏広さん［76］〔関工〕山口県大島郡

写真左より
加藤（栗原）洋子さん、森（馬場）豊子さん、佐々野（浜田）博美さん、東（松本）まゆみさん、
松本（岡本）京美さん、芹川（福畠）真由美さん、三船（金川）さおりさん、大串（葉）幸子さん、
中村（藤家）久子さん、吉松（郡）美知子さん、佐久本（奥田）美之さん

後列左から山下康弘さん・（お孫さんをおんぶしている西村さんの奥さんも同期入社）・
南栄作さん（当時の『まいはうす』持参）
前列左から西村道雄さん・桑原敏広さん

「フルーチェ」
〈蜜リンゴ味〉〈Mixブルーベリー＆ブドウ〉
牛乳と混ぜるだけでできる「フルーチェ」に
2つの新しい仲間が登場。
・フルーティで濃厚な香りと甘さのある蜜
リンゴのようなおいしさです。ふじりんご
果肉（蜜入り指定なし）を使用しています。
・濃厚な甘さのブルーベリー果肉と深みの
ある2種類のブドウ果汁をミックスしたおい
しさです。
内容量：各200ｇ（4人分）・希望小売価格
194円（税別）

「カレーマルシェスペシャリテ」
〈仔羊とマッシュルームのカレー〉
今までにない素材としてやわらかく煮込ん
だ仔羊（ラム）を使用した、新しいおいしさ
のレトルトカレーをお楽しみいただけます。
コク深いソースは、赤ワインと黒トリュフ塩
を使い風味豊かに仕上げました。（※黒ト
リュフ塩は、塩と黒トリュフと香料の混合品
です）
内容量：180g（1人前）・オープン価格

「GABANシーズニング」
〈ステーキ〉7.8g、〈ハンバーグ〉6.5g
〈ハーブチキン〉5.7g、〈ムニエル〉7.5g
〈海老ソテー〉7.2g
プロが認める高品質な味と香りのGABAN
シーズニングが5アイテム新登場。ステー
キやハンバーグ等の肉料理の他、白身魚・
海老にもお使いいただけるラインアップを
そろえました。ご家庭でスパイスの香り高
い料理をお楽しみください。
各2人分・オープン価格

「香りソルト」
〈レモンペパーミックス〉
これ1本で味が決まる「香りソルト」シリーズ
に、〈レモンペパーミックス〉が新登場。レ
モンの爽やかな香りと酸味に、旨みを加え
た塩をバランスよくブレンドしました。（レ
モンの香りは香料使用）サラダ・パスタ・ソ
テーにお使いください。
内容量：55g・希望小売価格330円（税別）

「きわだちカレー」
〈コクがきわだつ中辛〉155g
〈スパイスがきわだつ辛口〉134g
7年以上かけて開発した新技術と、既存の
技術を組み合わせた調理型のカレールウで
す。素材の持つ豊かな旨みや香りを活かす
「素材いきいき製法」で作った濃縮ペースト
タイプのルウなので、豊潤な旨みと華やか
な香りが響き合う新しいおいしさを楽しめ
ます。
各4皿分・オープン価格

「ペンネリガーテグラタン」
〈濃厚ホワイトソース〉118g
〈濃厚デミグラスソース〉138g
別ゆで不要の当社特製のペンネと、パウ
ダーのソースミックスが入ったグラタンセッ
トです。〈濃厚ホワイトソース〉は生クリーム
とバターのコクのある濃厚なソースに、ト
リュフの香りをきかせた味わいが、〈濃厚デ
ミグラスソ－ス〉は生クリームとチーズのコ
クのある濃厚なソースに、赤ワインの香り
をきかせた味わいが楽しめます。（トリュフ
は香料使用）（赤ワインは香料使用）
各2～3皿分・オープン価格

「具の逸品」
〈骨付きチキンのインド風カレー〉260g
〈角切りポークの欧風カレー〉230g
大きな肉をしょうが、にんにく等の調味料
で漬け込んだ下味付きの肉とそれにぴっ
たりなカレーソースのおいしさを堪能でき
るレトルトカレーです。作り方や味覚は有
名レストランに監修いただきました。
各1人前・オープン価格

「シチューミクス」
〈クリーム濃厚仕立て〉
シチューミクス〈クリーム〉の風味特徴を
ベースに、チーズなどの旨みの強い原料を
増量しつつ、ローストオニオンなどさまざ
まな旨み原料を加えているので、さらに濃
厚でコクのあるクリームシチューが作れま
す。顆粒状なので溶けやすく、さまざまな
アレンジが可能です。
内容量：180g（10皿分）・259円（税別）

「ビーフマイスターカレー」
〈オニオン＆ペッパー〉〈ワイン＆ペッパー〉
男性の好みを追求して作ったビーフカレー
です。やわらかく仕上げた牛肉を相性のよ
いスパイスや素材とともにコク深く香り高
いカレーソースで煮込みました。コクを楽
しみたい方にはオニオン＆ペッパーが、香
りを楽しみたい方にはワイン＆ペッパーが
お勧めです。
内容量：各200g（1人前）・オープン価格

商品情報2016年4月から2017年2月までに新発売された主な商品をご紹介します。

● 

竹
野
三
郎
さ
ん

﹇
55
﹈〔
東
工
〕大
阪
府
大
阪
市

新
製
品
の「
バ
ー
モ
ン
ト
カ
レ
ー
」製
造
の

係
長
と
し
て
朝
は
朝
星
、
夜
は
夜
星
で
働

い
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

ハ
ウ
ス
食
品
に
務
め
て
い
た
こ
と
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。
88
才
に
な
り
ま
し
た

が
元
気
で
す
。

● 

青
木
千
栄
子
さ
ん

﹇
56
﹈〔
福
支
〕東
京
都
新
宿
区

ハ
ウ
ス
食
品
は
初
め
て
の
就
職
先
で
す
の

で
新
製
品
は
す
ぐ
使
い
た
く
な
り
ま
す
。

今
は「
1
日
分
の
ビ
タ
ミ
ン
」を
買
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

● 

中
原
エ
ミ
さ
ん

﹇
60
﹈〔
東
工
〕沖
縄
県
中
頭
郡

退
社
し
て
30
年
以
上
な
の
に
今
の
会
社
の

こ
と
が
わ
か
り
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

私
も
沖
縄
に
来
て
9
年
に
な
り
ま
す
が
元

気
で
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
ハ
ウ
ス
の
製

品
を
見
て
い
つ
も
友
達
に
自
慢
し
て
い
ま

す
。
会
社
の
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
の
で

皆
様
お
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

堀
口（
御
田
）和
枝
さ
ん

﹇
61
﹈〔
東
工
〕大
阪
府
大
阪
市

O
B
、
O
G
の
皆
様
お
元
気
で
す
か
。
私

は
毎
日
ス
マ
イ
ル
を
目
標
に
、
毎
日
朝
4

時
起
き
で
食
事
の
準
備
か
ら
家
の
掃
除
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ（
長
居
公
園
を
1
周
）し
て
買
物

に
行
っ
て
午
前
中
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
も
会
社
を
退
社
し
て
か
ら
早
い
も
の
で

11
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
毎

日
元
気
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
皆
様
も
い

つ
ま
で
も
元
気
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

ネ
。
い
つ
か
逢
え
る
日
を
楽
し
み
に
。

50
年
代
　
入
社
の
方

60
年
代
　
入
社
の
方
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きずな お便りBOX

きず
な

お便
り

BO
X

きずな お便りBOX

司
の
お
顔
、
同
僚
の
お
顔
、
覚
え
て
い
ま

す
。
本
当
に
い
い
思
い
出
で
す
。
去
年
？

一
昨
年
？
前
に
は
試
飲
ド
リ
ン
ク
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
い
て
感
激
し
ま
し
た
。
関

西
に
住
ん
で
36
年
。
実
家
も
な
く
な
り
東

京
が
遠
く
な
り
ま
し
た
が
、
機
会
が
あ
れ

ば「
一
樹
の
会
」の
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

五
味
広
良
さ
ん

﹇
75
﹈〔
東
本
〕岡
山
県
岡
山
市

い
つ
も
な
つ
か
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
私
が
在
籍
し
て
い
た
当
時
の

東
京
本
部
、
村
上
清
美
さ
ん
や
大
塚
裕
司

さ
ん
達
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？
お
便

り
B
O
X
や「
お
元
気
で
す
か
」で
は
何
も

気
配
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
気
に
な

り
ま
す
。

● 

渡
辺
照
子
さ
ん

﹇
75
﹈〔
奈
〕奈
良
県
大
和
高
田
市

現
在
89
才
で
す
が
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
時
、料
理
を
た
く
さ
ん
覚
え
ま
し
た
。

今
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
お
買
い
物
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
も
カ
レ
ー
は
じ
め

香
辛
料
、
必
ず
ハ
ウ
ス
食
品
の
商
品
で
す

よ
、
と
何
時
も
お
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
、
私
達
も
い
つ
も
ハ
ウ

ス
商
品
だ
よ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

知
る
人
は
ハ
ウ
ス
フ
ァ
ン
が
多
く
私
も
う

れ
し
い
で
す
。ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
。

1
0
0
才
ま
で
。

● 

桑
原
敏
広
さ
ん

﹇
76
﹈〔
関
工
〕山
口
県
大
島
郡

永
年
勤
続
表
彰
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
退
社
し
て
17
年
で
す

が
、
各
工
場
を
転
勤
・
出
張
で
ま
わ
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
ま
だ
数
名
の
名
前
、
顔
は

解
り
ま
す
ヨ
。
あ
っぁ
、
な
つ
か
し
〜
い
!!

● 

冨
重
秀
信
さ
ん

﹇
76
﹈〔
福
支
〕福
岡
県
大
野
城
市

退
職
前
、
二
度
の
大
病
を
し
皆
様
に
は
随

分
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
な
が
ら
も
仕
事

が
で
き
た
日
々
を
な
つ
か
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
社
へ
の
感
謝
の
思
い
を
も
っ
て
、

家
内
が
福
岡
の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
た
め

毎
月
カ
レ
ー
を
作
っ
て
1
0
0
名
分
協
賛

し
て
い
ま
す
。
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

よ
う
で
2
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
先
日
テ

レ
ビ
で
ハ
ウ
ス
食
品
の
中
国
進
出
を
見
ま

し
た
。
皆
様
の
努
力
と
社
の
一
層
の
向
上

を
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

● 

吹
谷
幹
雄
さ
ん

﹇
76
﹈〔
東
支
〕神
奈
川
県
横
浜
市

名
古
屋
支
店
を
ス
タ
ー
ト
に
、
入
社
丸
40

年
を
超
え
、再
雇
用
社
員
と
し
て
3
年
目
。

横
浜
営
業
所
で
ま
だ
ま
だ
元
気
に
が
ん

ば
っ
て
ま
す
。

● 

本
田
徹
さ
ん﹇

77
﹈〔
大
本
〕大
阪
府
茨
木
市

老
母
の
介
護
が
始
ま
っ
て
1
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
疲
れ
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、〝
ゴ
ー
ル
の
な
い
マ
ラ
ソ

ン
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
〞と
、
今
は
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活

用
し
て
、
わ
ず
か
な「
ゆ
と
り
」も
…
。
永

年
愛
用
の
ガ
ラ
ケ
ー
も
遂
に
故
障
。
ス
マ

ホ
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
意
外
な
方
々
か
ら

「
ラ
イ
ン
」と
や
ら
で
連
絡
あ
り
、
う
れ
し

い
や
ら
な
つ
か
し
い
や
ら
。
ハ
ウ
ス
食
品

サ
イ
コ
ー
!!

● 

垣
内（
鶴
長
）美
知
子
さ
ん

﹇
78
﹈〔
奈
〕奈
良
県
橿
原
市

ハ
ウ
ス
食
品
で
は
、
妹
も
一
緒
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。「
奈
良
工
場
」の
生

産
ラ
イ
ン
の
変
貌
に
驚
い
て
い
ま
す
。
東

大
阪
工
場
の
ス
パ
イ
ス
が
奈
良
工
場
へ
…
新

た
な
取
り
組
み
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

● 

村
山
隆
さ
ん

﹇
78
﹈〔
カ
レ
〕神
奈
川
県
横
浜
市

ハ
ウ
ス
食
品
グ
ル
ー
プ
の
動
き
や
新
商
品

の
情
報
を
た
っ
ぷ
り
お
伝
え
い
た
だ
き
、

ハ
ウ
ス
食
品
の
骨
格
が
ま
す
ま
す
強
固

に
な
る
様
子
を
知
り
、
気
分
が
浮
き
浮

き
い
た
し
ま
す
。

● 

堀（
後
藤
）千
代
子
さ
ん

﹇
70
﹈〔
奈
〕大
分
県
竹
田
市

「
き
ず
な
」毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

退
社
し
て
40
年
も
過
ぎ
て
ハ
ウ
ス
食
品
の

今
が
よ
く
わ
か
る
な
ん
て
幸
せ
で
す
。
ハ

ウ
ス
食
品
に
入
社
し
た
こ
と
を
今
で
も
誇

り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

岩
下（
佐
無
田
）静
子
さ
ん

﹇
71
﹈〔
東
本
〕熊
本
県
熊
本
市

私
が
ハ
ウ
ス
食
品
に
お
世
話
に
な
っ
た
の

は
40
年
以
上
昔
の
話
で
す
。
臼
井
和
宜
さ

ん
に
は
公
私
に
わ
た
り
大
変
お
世
話
に
な

り
、
そ
の
ご
縁
で
関
東「
一
樹
の
会
」に
名

前
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
の
臼
井
さ
ん
が

永
眠
さ
れ
て
3
回
忌
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
関
東「
一
樹
の
会
」を
脱
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

● 

田
口
博
さ
ん

﹇
71
﹈〔
広
〕千
葉
県
船
橋
市

人
生
勝
つ
こ
と
で
な
く
、
歩
み
続
け
る
こ

と
。今
、週
4
日
、午
前
中
働
い
て
い
ま
す
。

平
日
の
休
み
は
よ
く
都
バ
ス
1
日
券
で
バ

ス
の
旅
を
し
ま
す
。
名
は
都
バ
ス
で
す
が

安
全
、
ゆ
っ
た
り
走
行
。
通
っ
て
い
た
高

校
の
時
計
台
、
幼
少
過
ご
し
た
街
を
眺
め

な
が
ら
東
京
駅
に
着
き
ま
す
。
そ
こ
か

ら
学
生
時
代
た
む
ろ
し
て
い
た
品
川
、
目

黒
、
恵
比
寿
、
渋
谷
と
山
手
線
め
ぐ
り
の

バ
ス
は
走
る
。
窓
に
広
が
る
高
い
ビ
ル
を

眺
め
な
が
ら
、
こ
の
旅
を
終
え
て
家
に
帰

り
ま
す
。
風
呂
に
入
り
目
黒
の
さ
ん
ま
、

地
ビ
ー
ル
恵
比
寿
ビ
ー
ル
で
一
杯
、
至

福
の
一
時
で
す
。

● 

立
石
公
志
さ
ん

﹇
71
﹈〔
福
支
〕福
岡
県
春
日
市

現
在
、
図
書
館
で
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
を
し

な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。
老
人
向
け
の
ジ

ム
通
い
と
暇
な
の
で
カ
ラ
オ
ケ
喫
茶
で
シ

ル
バ
ー
仲
間
と
騒
い
で
い
ま
す
。

● 

山
田（
峰
）久
和
子
さ
ん

﹇
71
﹈〔
奈
〕長
崎
県
長
崎
市

ハ
ウ
ス
食
品
を
辞
め
て
40
年
以
上
、
青
春

時
代
の
3
年
間
い
い
思
い
出
ば
か
り
残
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
、
西
大
寺
寮
と
奈
良
工

場
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
寮
は
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
工
場
は
昔
の
場
所
に
あ

り
、
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な
く
て
ち
ょっ
と
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
商
品
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

● 

岡
田
幹
雄
さ
ん

﹇
73
﹈〔
分
テ
〕栃
木
県
佐
野
市

永
年
勤
続
表
彰
者
紹
介
や
エ
リ
ア「
一
樹
の

会
」の
写
真
を
虫
メ
ガ
ネ
で
拡
大
し
な
が

ら
、
な
つ
か
し
い
顔
を
探
し
ま
し
た
。
年

に
何
度
か
O
B
の
重
松
さ
ん
や
丸
目
さ
ん

と
一
緒
に
魚
釣
り
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
お
魚
さ
ん
と
勝
負
、
勝
負
デ
ス
。

● 

北
川
伝
英
さ
ん﹇

73
﹈〔
広
〕大
阪
府
大
阪
市

昨
年
1
月
27
日
に
30
年
続
け
た
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
経
営
に
終
止
符
を
打
ち
、
第

2
の
人
生
と
し
て
珠
算
を
通
し
て
子
供
達
に

積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
仕
事
を
は
じ
め
ま

し
た
。充
実
し
た
人
生
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

● 

加
藤（
山
下
）展
代
さ
ん

﹇
74
﹈〔
大
本
〕奈
良
県
奈
良
市

毎
年
関
西「
一
樹
の
会
」に
楽
し
く
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

● 

髙
橋
豊
美
さ
ん﹇

74
﹈〔
仙
〕福
島
県
郡
山
市

仙
台
支
店
在
社
時
の
早
川
支
店
長
は
じ
め
、

奥
本
、佐
藤
、岡
田（
旧
斎
藤
）、寺
口
、小
畑
、

菊
池
、
浅
井
、
江
坂
、
早
崎
、
千
守
、
鷹

野
さ
ん
と
て
も
な
つ
か
し
く
、
お
元
気
で

す
か
？
女
性
陣
の
佐
藤
、
上
原
、
望
月
、

森
田
、
伊
藤
、
阿
部
、
阿
相
さ
ん
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
？

● 

松
永（
岸
本
）明
子
さ
ん

﹇
74
﹈〔
東
本
〕京
都
府
京
都
市

40
年
近
く
前
、
日
本
橋
に
あ
っ
た
東
京
本

部
で
2
年
間
だ
け
働
い
て
い
ま
し
た
。
上

● 
木
寅
繁
さ
ん

﹇
62
﹈〔
奈
〕奈
良
県
奈
良
市

今
、
通
所
施
設
に
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
ま
す
ま
す
会
社
の
発
展
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

● 

惣
城（
小
峠
）み
よ
子
さ
ん

﹇
64
﹈〔
広
〕広
島
県
広
島
市

表
紙
の
き
れ
い
な
お
花
の
写
真
、
凄
く
感

動
し
ま
し
た
。
旧
広
島
支
店（
現
・
中
四

国
支
店
）の
移
転
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
で
納

得
い
た
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
商
品
の

販
売
拡
大
に
が
ん
ば
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、

と
っ
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

● 

藤
堂
勝
久
さ
ん

﹇
66
﹈〔
東
本
〕東
京
都
杉
並
区

退
社
後
、
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ
、

麻
雀
、
会
食
、
観
劇
、
読
書
、
孫
の
相
手
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
役
員
と
い
ろ
い
ろ
な
多
種

に
わ
た
る
友
人
も
で
き
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

過
ご
し
て
い
ま
す
。
誌
面
で
感
じ
た
こ

と
は
、
海
外
で
は
勢
い
を
感
じ
ま
す
が
、

国
内
は
新
製
品
開
発
含
め
寂
し
い
で
す

ね
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
風
土
で
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

● 

土
屋
洋
志
さ
ん

﹇
67
﹈〔
東
本
〕奈
良
県
奈
良
市

ハ
ウ
ス
食
品
退
職
後
、
縁
あ
っ
て
老
人
施

設
に
12
年
、
今
年
か
ら
は
嘱
託
に
な
っ
て

休
み
が
増
え
ま
し
た
。
介
護
業
界
に
も
う

少
し
寄
与
す
べ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す（
自

分
自
身
が
お
世
話
に
な
る
時
期
は
未
定
で

す
が
、
で
き
る
だ
け
自
立
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
）。
趣
味
の
バ
イ
ク
が
元
気

の
源
で
す
。

● 

三
神
俊
明
さ
ん

﹇
67
﹈〔
大
支
〕大
阪
府
大
阪
市

今
回
も
立
派
な「
き
ず
な
」（
44
号
）を
拝
読

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ
も
の
こ

と
な
が
ら
中
味
の
濃
い
内
容
を
楽
し
く
拝

読
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
6
月
開
催
の
株
主
総
会
に
出
席
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
浦
上
社
長
を
は
じ
め
、

役
員
の
皆
様
に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

木
下
利
雄
さ
ん

﹇
69
﹈（
大
支
）大
阪
府
箕
面
市

孫
達
の
近
く
に
引
っ
越
し
、
毎
日
、
育

ジ
イ
＆
家
庭
菜
園
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。

孫
も「
バ
ー
モ
ン
ト
カ
レ
ー
」が
大
好
き

で
す
。

● 
神
山
一
之
さ
ん（
の
ご
家
族
よ
り
）

﹇
70
﹈〔
関
工
〕栃
木
県
佐
野
市

父
が
亡
く
な
っ
て
17
年
が
経
ち
ま
し
た
。

佐
野
の
関
東
工
場
で
お
世
話
に
な
っ
た
の

は
45
年
ほ
ど
前
か
ら
の
10
年
間
と
記
憶
し

て
お
り
ま
す
。
昨
年
末
、
縁
あ
っ
て
関
東

工
場
か
ら
近
い
場
所
に
実
家
が
転
居
し
、

娘
の
私
の
職
場
、
兄
の
職
場
、
実
家
が
父

の
勤
め
て
い
た
工
場
を
囲
む
形
と
な
り

ま
し
た
。
ま
る
で
今
も
父
が
家
族
の
ま
ん

中
に
い
る
よ
う
で
す
。

● 

栗
山
景
子
さ
ん

﹇
70
﹈〔
東
工
〕島
根
県
浜
田
市

ハ
ウ
ス
食
品
だ
よ
り「
き
ず
な
」が
届
く
と

い
つ
も
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
!!
職
場
の
仲

間
を
思
い
出
し
、
な
つ
か
し
く
あ
の
時
代

に
、
思
い
を
馳
せ
ま
す
。
今
は
自
然
の
中

で
母
と
暮
し
て
い
ま
す
。

● 

濵
﨑（
濵
﨑
）美
和
子
さ
ん

﹇
70
﹈〔
奈
〕熊
本
県
天
草
市

裏
表
紙
の
奈
良
工
場
を
見
て
な
つ
か
し

か
っ
た
で
す
。
西
大
寺
の
寮
か
ら
当
時
の

郡
山
工
場
ま
で
、3
年
間
通
勤
し
ま
し
た
。

プ
リ
ン
工
場
、
カ
レ
ー
工
場
、
最
後
は
か

ら
し
工
場
で
退
社
し
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
食

品
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
る
と
う
れ
し
い

で
す
。「
こ
く
ま
ろ
カ
レ
ー
」や「
シ
チ
ュ
ー

ミ
ク
ス
」は
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

70
年
代
　
入
社
の
方

● 

川
瀬（
川
合
）実
枝
さ
ん

﹇
79
﹈〔
名
〕愛
知
県
名
古
屋
市

30
何
年
ぶ
り
に
名
古
屋
へ
戻
っ
て
来
ま
し

た
。
今
年
こ
そ
は「
一
樹
の
会
」に
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
60
才
ま
で
あ
と

少
し
、
体
に
気
を
付
け
て
楽
し
く
生
き
た

い
で
す
。
ハ
ウ
ス
食
品
の
カ
レ
ー
は
今
で

も
大
好
き
で
す
。

● 

北
川（
山
永
）か
お
る
さ
ん

﹇
80
﹈〔
奈
〕京
都
府
京
都
市

「
お
元
気
で
す
か
、
奈
良
工
場
で
す
。」に

登
場
し
た
江
川
さ
ん
、
檜
尾
さ
ん
の
記
事

を
拝
見
し
て
、
な
つ
か
し
く
、
日
々
の
生

活
に
少
し
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

● 

小
谷（
前
沢
）幸
子
さ
ん

﹇
80
﹈〔
関
工
〕栃
木
県
佐
野
市

関
東
工
場
の
近
く
で
パ
ー
ト
で
働
い
て
い

ま
す
。
毎
日
、
カ
レ
ー
、
シ
チ
ュ
ー
の
お

い
し
そ
う
な
に
お
い
が
届
き
ま
す
。
今
日

の
カ
レ
ー
は「
印
度
カ
レ
ー
」か
な
？
「
完

熟
ト
マ
ト
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
ソ
ー
ス
」か

な
？
と
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
ま
す
。

● 

井
上
浩
明
さ
ん

﹇
81
﹈〔
東
支
〕福
岡
県
福
岡
市

東
京
か
ら
福
岡
へ
J
タ
ー
ン
し
2
年
目
と

な
り
ま
す
。
九
州「
一
樹
の
会
」の
案
内
が

あ
れ
ば
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

● 

佐
々
木（
寺
沢
）貞
子
さ
ん

﹇
82
﹈〔
関
工
〕青
森
県
三
戸
郡

関
東
工
場
の
ハ
ウ
ス「
グ
ラ
ノ
ラ
バ
ー
」と

い
う
ラ
イ
ン
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と
し
て
入

社
、
2
年
少
々
働
い
て
青
森
八
戸
に
帰
っ

た
け
ど
、
金
子
さ
ん
工
藤
さ
ん
の
名
前
を

見
つ
け
ゴ
ッ
ツ
リ
。
私
も
生
き
て
い
ま
す
。

少
し
の
間
し
か
働
け
な
か
っ
た
け
ど
楽
し

い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
本
当

に
よ
い
職
場
で
し
た
。
そ
し
て
、や
め
て
も

一昨年、初めて名古屋「一樹の会」に参加して退社以来のなつ
かしい方々とお会いでき、とてもうれしく楽しい時間を過ご
すことができました。昨年は、長男が（大学）受験生、次男は
高校、長女は中学にそれぞれ入学し、新しい生活が始まりま
した。長女の念願だった犬も、我が家の仲間入りをし、あわ
ただしい毎日ですが楽しく過ごしています。

佐藤（佐藤）ゆかりさん［88］〔名〕埼玉県さいたま市

犬も我が家の仲間入り

写真は、私の誕生日を家族が祝ってくれた時のものです。（子供は高3（長
男）、主人、私、高1（次男）、中1（長女）です）
写真は、私の誕生日を家族が祝ってくれた時のものです。（子供は高3（長

80
年
代
　
入
社
の
方

「
き
ず
な
」が
届
く
の
で
う
れ
し
い
で
す
。

み
ん
な
元
気
で
し
ょ
う
か
？

● 

佐
谷（
川
人
）素
子
さ
ん

﹇
82
﹈〔
東
本
〕兵
庫
県
三
田
市

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

● 

髙
谷（
遠
山
）美
和
子
さ
ん

﹇
82
﹈〔
東
工
〕大
阪
府
羽
曳
野
市

毎
回
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

「
き
ず
な
」を
読
む
た
び
に
当
時
を
想
い

出
し
て
、
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。
次
回

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

● 

松
永（
田
中
）妙
美
さ
ん

﹇
82
﹈〔
福
工
〕福
岡
県
北
九
州
市

毎
回「
き
ず
な
」が
届
く
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

● 

内
村（
伊
藤
）君
江
さ
ん

﹇
83
﹈〔
東
工
〕鹿
児
島
県
出
水
市

今
ま
で
の
人
生
の
中
で
ハ
ウ
ス
食
品
に
い

た
頃
が
一
番
楽
し
か
っ
た
で
す
。
東
大
阪

工
場
で
一緒
に
働
い
た
皆
さ
ん
お
元
気
で

す
か
？
私
は
主
人
の
地
元
で
ゼ
ロ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

● 

桧
垣（
黒
光
）由
美
さ
ん

﹇
84
﹈〔
奈
〕愛
媛
県
今
治
市

裏
表
紙
の「
お
元
気
で
す
か
」の
誌
面
を
拝

見
し
て
な
つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
奈
良

工
場
長
の
檜
尾
さ
ん
に
は
工
場
在
籍
中
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
息
子
、
娘
と
も

家
を
出
て
独
立
し
、
今
で
は
夫
婦
二
人
で

の
生
活
で
す
。
ハ
ウ
ス
食
品
時
代
が
な
つ

か
し
い
で
す
。

● 

飯
島（
坪
井
）玲
子
さ
ん

﹇
86
﹈〔
東
支
〕東
京
都
羽
村
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
供
英
会
話
サ
ー
ク
ル

を
横
田
基
地
在
住
の
ア
メ
リ
カ
人
と
は
じ

め
て
、
18
年
目
。
こ
の
3
年
間
は
グ
ア
ム

ば
か
り
。
そ
こ
で
大
好
き
な〝
と
し
ち
ゃ

ん
〞の
ポ
ス
タ
ー
を
見
つ
け
て
、
ハ
ウ
ス
食

品
の
C
M
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
嵐
の
大

野
君
の
大
フ
ァ
ン
の
22
才
の
娘
。
C
M
に

出
れ
ば
そ
の
商
品
を
買
っ
て
満
足
。
当
時

の
自
分
に
重
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
実
家

は〝
ハ
ウ
ス
製
品
〞ば
か
り
で
す
。
カ
レ
ー

は
勿
論
、
ね
り
チ
ュ
ー
ブ
類
ま
で
!!

● 

池
田（
増
田
）庸
子
さ
ん

﹇
86
﹈〔
研
〕千
葉
県
千
葉
市

転
勤
が
多
か
っ
た
た
め
、
8
年
ほ
ど
前
か

ら「
き
ず
な
」が
届
か
な
く
な
り
、
お
友
達

よ
り
葉
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

● 

内
田（
川
原
）由
美
子
さ
ん

﹇
86
﹈〔
奈
〕大
阪
府
大
東
市

こ
の
た
び
の
熊
本
の
災
害
で
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
の
時
代
は
九
州
か
ら
就
職
さ
れ
る
方

が
多
く
、
寮
で
方
言
が
と
び
か
っ
て
い
ま

し
た
。
檜
尾
奈
良
工
場
長
の
就
任
、
と
て

も
う
れ
し
く
奥
様
も
喜
ん
で
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
健
康
に
気
を

付
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

● 

大
嶋
雅
代
さ
ん

﹇
86
﹈〔
大
本
〕京
都
府
京
都
市

ゆ
っ
く
り
静
か
な
岡
崎
か
ら
、
に
ぎ
や
か

な
祇
園
に
住
ま
い
を
移
し
ま
し
た
。

● 

杉
町
寿
美
子
さ
ん

﹇
86
﹈〔
福
工
〕福
岡
県
糸
島
市

ハ
ウ
ス
製
品（
特
に
新
製
品
）は
気
に
入
っ

て
購
入
し
て
い
ま
す
よ
!!
「
一
樹
の
会
」

に
も
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

● 

髙
津（
誉
田
）雅
子
さ
ん

﹇
86
﹈〔
大
支
〕奈
良
県
生
駒
市

主
人
と
母
を
亡
く
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
で
暗

い
気
持
ち
だ
っ
た
の
で
す
が
、「
き
ず
な
」

が
届
く
と
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
ハ
ウ
ス
食

品
に
勤
務
し
て
い
た
主
人
か
ら
会
社
の
話

を
聞
け
な
く
な
っ
て
淋
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
で
も
ハ
ウ
ス
製
品
を
買
い
続
け
て
、

親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
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きずな お便りBOX

きず
な

お便
り

BO
X

きずな お便りBOX

　春を迎え、OB・OGの皆様におかれましては益々お元気で
ご活躍のことと思います。今年も「きずな」をお届けすること
ができ、編集者一同とてもうれしく思っております。

　今号では1991年入社の永年勤続表彰者をご紹介しております。懐か
しいお顔が見つかりましたでしょうか。また、「エリア一樹の会」の様子、
国内外のハウス食品グループの動き、新製品、操業40周年を迎えた福
岡工場などをご紹介させていただきました。

　お読みになられた皆様のご意見やご感想などをお聞かせいただけれ
ば幸いです。これからもハウス食品ならびにハウス食品グループに、一
層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　また、この「きずな」の誌面を通じて、皆様のコミュニケーションの輪が
一層広がりますことを願っております。

ハウス食品グループ本社　広報・ＩＲ部長　柴田亮

ハウス食品企業年金基金より年金を受給されている方は、毎年お誕生
日の月に「現況届」のご提出をお願いしております。提出されない場合
は、年金が一時停止されることになりますので、現況届が届いた方は、
「受給権者の欄」にご記入の上、速やかに当基金にご返送ください。
現況届を紛失した際は至急、当基金までご連絡ください。
その他、ご不明な点がございましたら、担当（辻本）までお問い合わせ
ください。

〒577-8520 東大阪市御厨栄町１－５－７
ハウス食品企業年金基金　TEL：06-6788-9201

●現況届のご提出のお願い

住所、氏名を変更された方は、変更手続きを受け付けております。「年
金受給のしおり」の巻末の「受給権者変更届」を当基金までご提出くださ
い。「年金受給のしおり」がお手元にない場合には、当基金までご連絡
ください。

ハウス食品企業年金基金では、ご退職時の情報しかございません。年
金のお手続きの際に郵便物を送らせていただきますので、住所等変
更がございます場合は、必ず当基金までご連絡ください。

●住所、氏名が変更となった時は

60才に到達されますと、以下の方はハウス食品企業年金基金より年金
が受けられる可能性がございます。ご確認ください。
・厚生年金基金時代（平成14年12月31日まで）にご退職の方で、
かつハウス食品に10年以上勤務されていた正社員、嘱託、パート
社員の方

・企業年金基金時代（平成16年4月1日以降）にご退職の方で、かつハ
ウス食品に20年以上勤務されていた正社員の方で、年金受給を選
択された方

・厚生年金基金から企業年金基金への移行期（平成15年1月1日～平
成16年3月31日）にご退職された正社員、嘱託、パート社員の方

●企業年金の請求、お忘れではないですか？

● 

矢
形（
井
上
）登
貴
子
さ
ん

﹇
87
﹈〔
大
支
〕埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

い
つ
も「
き
ず
な
」が
届
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

● 

清
水
弘
美
さ
ん﹇

88
﹈〔
奈
〕長
崎
県
西
海
市

檜
尾
さ
ん
が
奈
良
工
場
長
に
な
ら
れ
て
い

る
の
を
拝
見
し
、
驚
き
と
な
つ
か
し
い
気

持
ち
で
、
当
時
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
思
い

出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
い
し
い

商
品
の
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当
時
製
造
し
て
い
た「
マ
カ
ロ
ニ
グ
ラ
タ

ン
」、
好
き
で
今
も
食
べ
て
い
ま
す
。
思
わ

ず
裏
の
Y
K
を
見
て
し
ま
い
ま
す（
笑
）。

● 

梶
原（
今
野
）亜
紀
子
さ
ん

﹇
89
﹈〔
東
支
〕神
奈
川
県
横
浜
市

長
男
が
大
学
2
年
生
、
長
女
が
高
校
1
年

生
と
な
り
子
育
て
も
落
ち
着
い
た
は
ず
な

の
で
す
が
、
何
か
と
忙
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
1
年
に
1
回
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
に
出
場
し
、
体
力

維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

● 

石
田（
間
庭
）由
紀
子
さ
ん

﹇
90
﹈〔
研
〕奈
良
県
奈
良
市

同
期
の
永
年
勤
続
表
彰
者
の
記
事
を
見
て

大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
入

社
し
た
頃
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
商
品
を
た
く

さ
ん
開
発
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
食

べ
盛
り
に
な
る
息
子
に
ハ
ウ
ス
製
品
は
大

活
躍
し
そ
う
で
す
。

● 

宇
佐
美（
伊
田
）洋
子
さ
ん

﹇
90
﹈〔
研
〕大
阪
府
枚
方
市

1
9
9
0
年
度
入
社
の
同
期
の
な
つ
か
し

い
顔
ぶ
れ
を
見
て
、
も
う
、
そ
ん
な
に
時

が
過
ぎ
た
の
？
と
思
う
く
ら
い
、
最
近

の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
も
結
婚
を
機

に
海
外
暮
ら
し
が
17
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
食
品
の
商
品
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展

開
で
ア
メ
リ
カ
、中
国
で
見
か
け
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
へ
も
拡
大
し
て
い
ろ
い
ろ
な

国
々
で
手
に
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ネ
。

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
在
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

● 

大
橋
明
子
さ
ん

﹇
90
﹈〔
関
工
〕栃
木
県
宇
都
宮
市

ハ
ウ
ス
食
品
の
商
品
は
今
で
も
購
入
し
て

お
り
、
そ
の
度
に
関
東
工
場
で
働
い
て
い

た
頃
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
今
は
1
人

暮
ら
し
の
生
活
で
す
。
休
み
の
日
は「
バ
ー

モ
ン
ト
カ
レ
ー
」で
カ
レ
ー
を
作
っ
た
り
。

忙
し
い
時
は「
ク
ク
レ
カ
レ
ー
」で
す
が
…
。

見
覚
え
の
あ
る
先
輩
の
お
便
り
を
見
つ
け

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

● 

越
智
洋
子
さ
ん﹇

90
﹈〔
名
〕愛
知
県一宮
市

退
社
し
て
か
ら
15
年
も
過
ぎ
ま
し
た
が

「
き
ず
な
」の
お
便
り
は
楽
し
み
で
す
。

で
も
登
場
し
て
お
ら
れ
る
方
々
は
ま
っ
た

く
わ
か
り
ま
せ
ん
…
ち
ょっ
と
残
念
で
す
。

年
月
を
感
じ
ま
し
た
ね
。
ス
ー
パ
ー
の
売

場
や
テ
レ
ビ
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
ハ
ウ
ス

食
品
が
今
で
も
気
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

● 

鍋
田（
中
西
）有
子
さ
ん

﹇
90
﹈〔
福
工
〕福
岡
県
古
賀
市

永
年
勤
続
表
彰
者
に
同
期
の
見
覚
え
の
あ

る
顔
が
の
っ
て
い
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に

な
つ
か
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

下
の
子
も
中
学
生
に
な
り
、
手
が
か
か
ら

な
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

ゆ
っ
く
り
で
す
。

● 

池
田（
津
浦
）由
美
さ
ん

﹇
91
﹈〔
奈
〕和
歌
山
県
有
田
郡

創
業
1
0
0
周
年
の
式
典（
大
阪
・
太
閤
園
）

に
出
席
し
ま
し
た
。
奈
良
工
場
で
の
式
典

に
参
加
し
ま
し
た
が
、
き
ち
ん
と
場
所
を

書
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
ま
し

た
。
奈
良
工
場
で
80
周
年
の
式
典
で
は
お

も
て
な
し
で
抹
茶
を
ふ
る
ま
い
ま
し
た
ね
。

● 

北
島（
木
佐
貫
）雅
美
さ
ん

﹇
91
﹈〔
東
工
〕奈
良
県
奈
良
市

「
き
ず
な
」い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

● 

小
西（
橘
高
）千
春
さ
ん

﹇
92
﹈〔
研
〕山
梨
県
甲
府
市

い
つ
も
新
製
品
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
製
品
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

● 

谷
岡（
佐
々
木
）由
佳
さ
ん

﹇
92
﹈〔
広
〕広
島
県
広
島
市

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

● 

山
田
道
代
さ
ん﹇

92
﹈〔
札
〕埼
玉
県
入
間
市

住
み
慣
れ
た
北
海
道（
札
幌
）!!
市
内
の

こ
と
が
解
ら
な
い
ま
ま
一
生
一
度
の
人
生

で
す
が
、
二
度
目
を
知
り
合
い
の
い
な
い

所
で
、
残
さ
れ
た
人
生
の
思
い
出
作
り
に

引
っ
越
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
何
事
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ま
ず

は
体
力
作
り
に
励
み
、
ハ
ワ
イ
で
の
サ
ー

フ
ィ
ン
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
に
、
小
さ
な

胸
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
生
活
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
札
幌
で
は
皆
様
に
ご

指
導
受
け
て
の
仕
事
も
、
ま
た
、
違
っ
た

所
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

● 

櫻
井
恭
子
さ
ん

﹇
94
﹈〔
福
工
〕福
岡
県
大
野
城
市

長
男
が
6
年
生
、
次
男
が
よ
う
や
く
昨
年

春
か
ら
1
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
く

登
校
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
の
送
迎
が
な

く
な
り
少
し
淋
し
い
な
…
ハ
ウ
ス
食
品
時

代
が
な
つ
か
し
い
で
す
。

● 

海
野（
鈴
木
）し
の
ぶ
さ
ん

﹇
97
﹈〔
研
〕千
葉
県
船
橋
市

い
つ
も「
き
ず
な
」楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

● 

西
野（
石
戸
）久
恵
さ
ん

﹇
97
﹈〔
研
〕兵
庫
県
西
宮
市

一
昨
年
、
夫
の
転
勤
で
兵
庫
県
に
引
っ
越

し
を
し
、
も
う
す
ぐ
2
年
に
な
り
ま
す
。

半
年
ほ
ど
で
子
供
達
が
関
西
弁
に
な
り
、

最
近
、
私
も
う
つ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
ち

ら
に
き
て
、
ハ
ウ
ス
食
品
の
看
板
な
ど
を

目
に
し
た
り
、
仕
事
で
行
っ
た
こ
と
の
あ

る
場
所
の
近
く
を
通
っ
た
り
し
、
働
い
て

い
た
頃
を
な
つ
か
し
く
思
い
ま
す
。

● 

田
村（
江
副
）奈
緒
さ
ん

﹇
99
﹈〔
研
〕東
京
都
荒
川
区

退
社
10
年
以
上
た
っ
て
も「
き
ず
な
」が
届
く

と
う
れ
し
い
で
す
。
子
育
て
し
な
が
ら
飲

食
店
の
厨
房
で
料
理
を
す
る
毎
日
で
す
。

● 

桑
原
昭
謹
さ
ん

﹇
00
﹈〔
大
本
〕奈
良
県
宇
陀
市

齢
76
・
喜
寿
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

退
社
し
て
丸
9
年
。
地
域
の
登
山
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
、
月
1
回
の
山
登
り
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
し
た
が
一
昨
年
8
月
に
退
会

し
、
図
書
館
通
い
で
読
書
に
親
し
ん
で
い

ま
す
。

90
年
代
　
入
社
の
方

昨年夏に千葉会に参加しました。何十年ぶりに会う方々
と楽しくお話をし、あっという間に時間が過ぎました。
昨年4月から大阪本社勤務となった大藤さんお元気で
すか？体に気を付けて元気に働いてくださいね。千葉
から応援しています。

久しぶりの東京本部特販部（現フードソリューション本部）女子部会。5
人全員揃うのは約20年ぶりで、懐かしい写真を見ながら昔話に花が咲
き、とても楽しいランチ会でした。

藤咲（萩原）さつきさん［94］〔東支〕千葉県松戸市

山碕（大野）純子さん［92］現在、ハウス食品営業本部勤務

千葉会に参加し何十年ぶりの再会

約20年ぶりの再会

子供の運動会で「パーフェクトヒューマン」に扮して踊った父母の皆
さん。藤咲さんは前列左から3人目、ご主人は後列左から4人目

右奥から　齋藤（浦辺）輝美さん（88年
入社）　野呂（水野）貴子さん（89年入
社）　福元（海野）明子さん（90年入社）
左奥から　目代（青木）敦子さん（91年入
社）　山碕（大野）純子さん（92年入社）
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編集
後記

「きずな」45号の表紙は神奈川県の「横浜みなとみらい21」です。横浜市にお住まいの梶原（今野）さんをご紹介します。

フルマラソンに挑戦して5年　梶原（今野）亜紀子さん　［89］〔東支〕神奈川県横浜市
　ハウス食品を退職して20年が過ぎてしまいました。在職中にお
世話になりました皆様、大変ご無沙汰しております。お元気でお過
ごしでしょうか。
　私の、2人の子供も大学生と高校生になりました。仕事に親の
様子窺いにと忙しいながらも時間を見つけて、7年前からジョギン
グを始めました。「やるからには何か目標を！」との思いからフルマ
ラソンに挑戦。足を引きずりながらも完走することができました。
ゴールした時の達成感が忘れられず、年1回のペースで大会に参
加し、今年で5回目となります。

　今後の目標は、抽選に外れて地元の大会に参加できて
いない、3年前から年1回開催されている横浜マラソンに
出場することです。みなとみらい地区をスタートし、赤レ
ンガ倉庫、横浜スタジアム、中華街などの観光スポットを
観ながら走れる魅力的なコースで、ランナーも応援する
方も楽しめる大会です。
　次回開催は2017年10月29日。皆様のお越しをお待
ちしています。

　今後の目標は、抽選に外れて地元の大会に参加できて
いない、3年前から年1回開催されている横浜マラソンに
出場することです。みなとみらい地区をスタートし、赤レ
ンガ倉庫、横浜スタジアム、中華街などの観光スポットを
観ながら走れる魅力的なコースで、ランナーも応援する

板橋シティマラソンに参加し、走る梶原さん

表紙の風景と

OB・OG

朝倉良栄さん [83]〔 イ 〕 奈良県生駒市
天本嘉克さん [71]〔東本〕 千葉県市原市
荒井（斉田）寿子さん [94]〔 仙 〕 兵庫県西宮市
和泉（山田）三枝子さん [70]〔大本〕 兵庫県神戸市
乾健治さん [66]〔大本〕 奈良県橿原市
井上（林）奈穂さん [92]〔福工〕 栃木県佐野市
岩間（豊福）まゆみさん [90][福支] 宮城県仙台市
奥村毅さん [76]〔 仙 〕 東京都渋谷区
奥村（冨村）みゆきさん [98]〔大本〕 東京都文京区
角田（柴山）知子さん [97]〔 名 〕 愛知県小牧市
梶木義治さん [75]〔 名 〕 東京都国分寺市
金田隆一さん [76]〔福工〕 福岡県古賀市
川瀬（松田）典子さん [87]〔 札 〕 北海道札幌市
川谷（栗原）洋子さん [76]〔 奈 〕 島根県松江市
木村（細川）明子さん [92]〔関工〕 栃木県佐野市
楠本（村田）晶子さん [99]〔大支〕 大阪府東大阪市
國頭（倉本）晴子さん [91]〔 札 〕 兵庫県西宮市
小松隆浩さん [82]〔 静 〕 群馬県伊勢崎市
紺谷（平井）絵理子さん [98]〔大本〕 愛知県知多郡
斉藤敏行さん [78]〔 静 〕 福岡県久留米市

重里峰男さん [73］〔大本〕 栃木県佐野市
末包香織さん [89]〔 研 〕 大阪府大阪市
鈴木（丸山）順子さん [80]〔東支〕 神奈川県川崎市
髙橋輝雄さん [75]〔東本〕 茨城県守谷市
竹内（佐藤）真知子さん [70]〔 仙 〕 東京都目黒区
田村（福田）浩子さん [82]〔関工〕 栃木県栃木市
田村二三夫さん [63]〔東工〕 奈良県磯城郡
永井春幸さん [74]〔東本〕 埼玉県川口市
波戸章三さん [50]〔大本〕 大阪府大阪市
濱原照佳さん [82]〔 奈 〕 奈良県奈良市
平田（小林）安澄さん [96]〔 広 〕 島根県浜田市
藤田（飯田）都子さん [87]〔福工〕 三重県四日市市
船田（大河原）愛さん [98］〔東支〕 東京都世田谷区
前田正典さん [71]〔 静 〕 静岡県掛川市
増成敦男さん [57]〔物サ〕 岡山県倉敷市
松原（喜多）啓子さん [80]〔大支〕 千葉県いすみ市
三代（須谷）緑さん [73]〔大本〕 広島県東広島市
明賀（津田）朱美さん [96]〔 高 〕 愛媛県松山市
森数則さん [71]〔 静 〕 静岡県掛川市
渡会芳枝さん [65］〔東工〕 大阪府大阪市

引っ越しの連絡や情報のお便りをいただいた皆さん（アイウエオ順）

ハウス食品企業年金基金からのお知らせ

OB・OG会にハウス製品を
ご提供させていただきます

会の大小を問わずOB・OG会を開催される皆様は、メールや
お電話で開催日と人数、お届け先の住所をご連絡ください。ハウス
製品をご提供させていただきます。OB・OG会の様子を撮影した
写真やコメントを次号の「きずな」に掲載させていただきます。

〒577-8520 東大阪市御厨栄町1－5－7
ハウス食品人事総務部　TEL：06-6788-9201
kizuna@housefoods.co.jp
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　OB・OGの皆さんお元気ですか。
　5年前、奈良工場から福岡工場に異動、2015年に
工場長を拝命し2年が過ぎました。操業40周年を工
場長として迎えられたことは大変幸せに感じていま
す。着任して一番感じたのは、穏やかで人間味のあ
ふれる方が多いこと、皆さんが福岡工場とともに
創ってこられた風土の素晴らしさです。九州出身の
方が多いという土地柄もあると思います。
　毎年8月に行われる恒例の夏祭りで、昨年も社員
家族を招いて操業40周年を祝う企画を実施しまし
た。社員からアイデアを集め、中でもバルーン40個
を空に上げたのが好評でした。

　福岡工場は現在、3つのブランドのカレーと「うま
かっちゃん」シリーズを主に製造する2プラントからな
る規模の工場です。「安定」した稼働を継続すること
を最重視し、日々生産活動に取り組んでいます。朝礼
では「今日も1日、明るく笑顔で元気にがんばりましょ
う」と唱和するようにしています。このことにより諸先
輩から引き継いだ明るい風土と品質へのこだわりを
持って仕事に取り組むことができていると思います。
ハウス食品の工場として次の50周年まで基本を大
切にしながら「ラインの安定稼働操業」「安全・安心へ
の取り組み」を継続していきたいと考えています。

▲福岡工場外観
以前は屋上に製品名の看板を掲示していましたが
　　　　　のロゴに変わりました

＊FSSC 22000：P4のハウス食
品グループの動き「全工場で
FSSC 22000認証進む」の記
事を参照

▲「うまかっちゃん」製造ライン
揚げられた麺が枠内に成形される際、以前は社
員が対応していましたが現在は左右に動く成形
機で補正しています

▲設備棟外観
従来の建物隣に2016年11月完成しました

▲「バーモントカレー」包装ライン全景
カルトン搬送ラインは上部空間を使っていましたが、現在は
資材倉庫からリフトで供給される仕組みになり、すっきりし
た工程となっています
ウェイトチェッカーと金属検出器にて最終検査を行い、安全
安心な製品をお客様にお届けしています

ベテラン社員として、日々機械の異常音がな
いか耳をすませながら「安定稼働」に注力して
います。若いメンバーには1日1回は声をかけ
職場のコミュニケーション向上に努めていま
す。お陰様で公私ともにストレスのない充実し
た毎日で仕事に取り組んでいます。工場で最
初に産休を取りましたが、協力してくれる温か
い職場の仲間に心から感謝しています。
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引き継いだ明るい風土を大切に。

ハウス食品　福岡工場長
糸原 均さん

製造一課CRチーム
藤井 美香さん

入社以来30年間、この工場の設備課の業務に取り組んで
います。日 「々安定稼働」という責務のために道具が入った
ツールボックスを持って現場に向かっています。一方、現在
は国際基準の「FSSC 22000」＊を2016年12月に取得し、
品質課と連携し建物の設備の安全、衛生環境にも細かく
配慮していくなどさらなる取り組みを進めています。

福岡設備課チームマネージャー
宮崎 賢二さん

1976年、周辺が緑に囲まれた環境に竣工され
た福岡工場が、2016年5月に操業40周年を迎
えました。現在約150名の社員が勤務しており、
西日本の基幹工場として「バーモントカレー」、
「ジャワカレー」、「こくまろカレー」の3つのルウ
カレーと「うまかっちゃん」シリーズを製造して
います。

若いメンバーに
毎日声を

かけています。

安定稼働を
ささえています。


